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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当社グループの主力である「製粉及び食品事業」の当第２四半期の経営成績は、小麦粉製品の販売数量が前年

同期を上回ったものの、前年の輸入小麦価格改定の影響で、売上高は前年同期比減少しました。一方、全組織・

グループにおいて効率化・コスト削減など収益力向上の取組みを推進したことから、利益面は前年同期を上回り

ました。 

 「外食事業」の㈱さわやか（当連結対象期間１月～６月）は、売上高は前年同期並みとなりましたが、フード

コストの上昇や人件費等の経費が嵩んだことから、利益面は減益となりました。 

 「運送事業」の日東富士運輸㈱は、売上高は前年同期並みとなりましたが、配送の効率化や減価償却費の減少

等により、増益となりました。 

以上の結果、当社グループの第２四半期業績は、売上高 234 億 5 千 9 百万円（前年同期比 2.2％減）、 

経常利益14億1千7百万円（前年同期比10.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益9億8千7百万円（前

年同期比10.5％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期末の財政状態は、総資産が現金及び預金の減少等により、前連結会計年度末比10億5千7百万

円減少し、435億9千6百万円となりました。純資産は利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末比8億6

千5百万円増加し、309億6千8百万円となり、自己資本比率は70.9％になりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

「製粉及び食品事業」につきましては、国内市場は少子高齢化の進行や、人口減少による需要の後退が販売競

争を一段と激化させ、この先も難しい事業運営が予想されます。これらに備え競争力を更に強化する必要があり

ます。 

「外食事業」では、業界内での競争激化と消費者の節約志向が続くなか、各店舗に合わせた効果的な事業運営

が必要とされています。また、消費者の食の安全・安心に対する意識も一段と高まっており、これに応える店舗

運営にも注力して参ります。 

当社グループを取り巻く環境は今後更に厳しくなることが予想されますが、「原料調達・製造・販売・開発・

物流」が一体となり、徹底した効率の追求と競争力の強化に取り組むとともに、三菱商事グループ各社との連携

強化や、関連会社の㈱増田製粉所との開発・営業面でのシナジー効果をさらに増加させることにより業績拡大に

向けて最大限努力していく所存です。 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

 Ⅰ 前第２四半期連結累計期間 (自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日) 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
     (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
財務諸表 
計上額 製粉及び 

食品事業 
外食事業 運送事業 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 20,817 3,076 101 23,995 ― 23,995 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

5 0 954 960 △960 ― 

計 20,823 3,076 1,056 24,955 △960 23,995 

セグメント利益 992 71 74 1,138 17 1,155 

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。 

  ２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 Ⅱ 当第２四半期連結累計期間 (自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日) 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
     (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
財務諸表 
計上額 製粉及び 

食品事業 
外食事業 運送事業 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 20,258 3,085 115 23,459 ― 23,459 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

5 0 936 942 △942 ― 

計 20,264 3,085 1,051 24,401 △942 23,459 

セグメント利益 1,120 13 96 1,230 28 1,258 

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。 

  ２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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